
令和 5年度事業報告 

１ 令和 5年度事業の概要 

令和 5年度の配合飼料をめぐる情勢は、主原料のとうもろこし価格等が、令和 2年秋

以降、国際情勢の影響等から令和 5 年度に入っても落ち着きを見せず、通常補てん金と

異常補てん金の発動が続き、配合飼料価格も高止まりし、依然として、厳しい畜産環境

が続くことになりました。 

 

 このような状況の中、当基金協会は関係団体との密接な連携の下、静岡県の畜産振興施

策に沿って配合飼料価格安定対策並びに畜産経営の安定対策等を下記のとおり推進した。 

 

(1) 配合飼料価格差補てん事業では、第 13 事業期間の 3 年度事業として取組みを行った。 

年度末契約件数は 300件、年間契約数量 214,067トンで、前年度（302件、223,065ｔ）

と比較すると、件数で 99.3％、契約数量で 96.0％となっている。 

 また、年度途中の廃業は、2件（乳牛 1、豚 1）、火災に伴う数量減少１件で契約数量は

当初契約より 134トンの減となった。 

     

(2) 配合飼料の価格高騰を受け、経営が逼迫している畜産農家の飼料購入費を支援する静

岡県及び国の緊急対策事業に協力し、助成（支援）金の交付事務を行った。 

 静岡県交付額 10億 5,990万円余 国交付額 4億 1,864万円余 

 

(3) 肉用子牛生産者補給金制度では、18 戸の契約生産者を対象に事業を推進した結果、令

和 4年度第 4四半期分、令和 5年第 2四半期・第 3四半期において、平均売買価格が基準

を下回ったことから 296万円余の交付となった。 

登録実績は 709頭で、前年度（750頭）と比較すると、94.5％であった。 

 

(4) 肉用牛肥育経営安定交付金制度では、26戸の契約生産者を対象に事業を推進した結果、

枝肉相場も新型コロナ等の影響が続き、年間を通じて交付となった。 

交付頭数で 4,466 頭、交付額で 1 億 8,083 万円余と前年度（3,057 頭 8,436 万円余）

と比較して、頭数で 46.1％増、交付金額で 114.4％増の交付となった。 

 

(5) 畜産関係事業推進として、畜産環境整備リース事業では、直接リース事業の活用と、 

地域と連携し収益の向上に資する課題に取組む畜産経営者を支援するため、静岡県畜産

収益力向上クラスター協議会を開催し、畜産クラスター事業の推進に努めた。 



2 配合飼料価格差補てん事業 

（1） 契約件数及び契約数量 

ア 令和 5年度当初の契約数量                          （単位：件、ｔ、％） 

畜 種 別 乳牛 肉牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 うずら 計 

契 約 者 数 137 55 51 46 10 3 302 

契 約 数 量 32,306 31,900 50,508 76,225 21,282 1,980 214,201 

契約者数(％) 94.5 103.8 87.9 102.2 111.1 100.0 96.5 

契約数量(％) 110.3 99.8 100.1 78.3 98.1 100.0 92.1 

※ 割合は対前年度比 

 

イ 年度途中の転入状況 

基金間移動による転入                     （単位：件、ｔ） 

期 別 乳牛 肉牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 うずら 計 

第 1～4 

四半期 

件 ‐ ‐ - - - - 0 

ｔ - ‐ - - - - 0 

 

ウ 年度途中の解約状況 

(ア) 期別の解約状況                      （単位：件、ｔ） 

期 別 乳牛 肉牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 うずら 計 

第 2四半期 
件 - - 1 - - - 1 

ｔ - - 3 - - - 3 

第 3四半期 
件 0 - - - - - 0 

ｔ 126 - - - - - 126 

第 4四半期 
件 1 - - - - - 1 

ｔ 5 - - - - - 5 

計 
件 1 - 1 - - - 2 

ｔ 131 - 3 - - - 134 

                      

（イ）解 約 理 由                     （単位：件、ｔ） 

区 分 廃 業 購入中止 他基金へ その他 計 

件   数 2 - - - 2 

契約数量 8 - - - 8 

畜種別件数 乳牛(1)豚(1)     

 

エ 年度当初契約からの増減状況（第４四半期積立金納入時）     （単位：件、ｔ） 

区 分 乳牛 肉牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 うずら 計 

解約・入会件数 -1 - -1 - - - -2 

増 減 -131 - -3 - - - -134 

 



 

（2）通常補てん積立金及び別途納付金の徴収納付 

ア 令和 5年度通常積立金の徴収納付実績          （単位：件、ｔ、円） 

期  別 
荷 受 
組合数 

契約 
件数 

契 約 
数 量 

単価 積立金額 
全日基 
納付日 

第 1四半期 13 302 53,609 600 32,165,400 R5.4.28 

第 2四半期 13 301 52,187 600 31,312,200 R5.6.30 

第 3四半期 13 301 55,096 600 33,057,600 R5.9.29 

第 4四半期 13 300 53,175 600 31,905,000 R5.12.28 

合   計   214,067  128,440,200  

 
 

イ 令和 5年度別途納付金の徴収納付実績          （単位：件、ｔ、円） 

年度 荷受組合 契約者数 別途契約数量 単価 積立金額 

令和 5年度 13 - - - - 

 

（2） 配合飼料価格差補てん金の交付 

（3）    

ア 通常補てん金交付状況                                            

（単位：㎏、円） 

四半期 件数 対象数量 単 価 補てん金額 交付年月日 

令和 4第 1 
継続 

298 

50,565,523 1,259 63,661,940 

R5.5.17 

精算 558,965 1,259 703,736 

令和 4第 2 
継続 47,849,785 1,363 62,219,187 

精算 416,326 1,363 1,134,900 

令和 4第 3 
継続 52,677,157 1,813 95,503,632 

精算 331,722 1,813 1,804,224 

令和 4第 4 
継続 49,306,431 623 30,717,849 

精算 228,801 623 142,543 

令和 4第 2 
継続 

296 

47,818,785 1,363 65,176,934 

R5.8.17 
精算 31,000 1,363 42,253 

令和 4第 3 
継続 52,676,157 1,813 95,501,819 

精算 1,000 1,813 3,626 



令和 5第 1 
継続 49,516,653 1,059 52,438,071 

精算 1,000 4,230 4,230 

令和 4第 3 
継続 

295 

52,676,157 1,813 95,501,819 

R5.11.17 

精算 - 1,813 0 

令和 5第 1 
継続 49,516,653 1,057 52,339,036 

精算 - 1,057 0 

令和 5第 2 
継続 47,730,032 900 42,957,023 

精算 - 3,50 0 

令和 5第 1 
継続 

295 

49,513,653 1,057 52,335,865 

R6.2.19 

精算 3,000 1,057 6,342 

令和 5第 2 
継続 47,728,532 400 19,091,409 

精算 1,500 400 3,375 

令和 5第 3 
継続 50,957,294 3 152,820 

精算 - 630 0 

合 計 92,991,840  

 

イ 異常補てん金交付状況     

                 （単位：kg、円） 

四半期 件数 対象数量 単 価 補てん金額 交付年月日 

令和 4第 4四半期 298 49,535,232 327 16,197,967 R5.5.17 

令和 5第 1四半期 296 49,517,653 2,820 139,639,739 R5.8.17 

令和 5第 2四半期 295 47,730,032 2,100 100,233,061 R5.11.17 

令和 5第 3四半期 295 50,957,294 420 21,402,029 R6.2.19 

合 計  －  227,472,796  

※令和 5年第 1～第 3四半期分は、緊急補てん金として交付。 

3 肉用子牛生産者補給金制度 

・事務受託料         ：390,531円（単価（税別）：454円） 

・業務対象年間        ：令和 2～7年度 

・契約生産者数        ：18戸 

・登録実績  生産者数：9戸 頭数：782頭（前年度実績 723頭 対前年度比 108.2％） 

 



（1）令和 5年度登録実績 

登録実績  9戸 782頭 （令和 5年 1月～12月末）               （単位：頭） 

種  別 黒毛和種 その他肉専 乳 用 種 交 雑 種 計 

頭 数 105 15 0 662 782 

 

（2）令和 5年度生産者積立金・畜産協会制度運営負担金徴収納付実績 

納付実績  9戸  709頭（令和 5年 4月～令和 6年 3月末） （単位：頭、円） 

種  別 
生産者積立金 制度運営負担金 

頭 数 単 価 金 額 単 価 金 額 

黒毛和種 99 400 39,600 1,000 99,000 

その他肉専 18 4,700 84,600 1,000 18,000 

乳用種 0 1,700 0 1,000 0 

交雑種 592 800 473,600 1,000 592,000 

計 709  597,800  709,000 

 

（3）肉用子牛生産者補給金交付実績 

令和 5年度肉用子牛生産者補給金交付実績          （単位：頭、円） 

対象期別 品種区分 
１頭当たり 

交付額 
交付頭数 交付金額 交付年月日 

令和 4年度 

第 4四半期 

乳用種 5,900 － － 

R5.6.20 他肉専 67,630 13 879,190 

計 13 879,190 

令和 5年度 

第 1四半期 

－ － － － 
－ 

計 － － 

令和 5年度 

第 2四半期 

黒毛和種 34,400 44 1,513,600 
R5.11.30 

計 44 1,513,600 

令和 5年度 

第 3四半期 

黒毛和種 33,500 17 569,500 
R6.3.22 

計 17 569,500 

合   計 74 2,962,290  

4 肉用牛肥育経営安定交付金制度 
・事務受託料      ：令和 5年度概算分 742,046円 

            令和 5年度精算分 288,695円（5年度未収金） 

・業務対象年間      ：令和 4年 4月１日～令和７年 3月 31日 

・契約生産者数      ：26戸       

・制度登録実数  頭数：5,184頭（前年度 5,416頭 対前年度比 95.7％）  

 



・令和 5 年度の制度適用状況 

（1）令和 5年度制度登録実数（令和 5年 1月～12月末）       （単位：頭） 

区 分 
肉 専 用 種 

交 雑 種 乳 用 種 計 
黒毛和種 褐毛和種 その他肉専 

登録実数 725 ― 13 4,362 84 5,184 

   

 

（2）令和 5年度生産者負担金・畜産協会制度運営手数料徴収納付実績 

① 負担金納付実績                   （単位：頭、円） 

※ 令和 4 年度単価適用牛 肉専用種 17,000 円(4 頭)、交雑種 19,000 円(1 頭) 

 

② 制度運営手数料 納付実績 26戸 4,951頭      （単位：頭、円） 

品種区分 
新規（1,000円/頭） 保留（300円/頭） 

金 額 計 
頭 数 金 額 頭 数 金 額 

肉専用種 593 593,000 70 21,000 614,000 

交 雑 種 3,611 3,611,000 621 186,300 3,797,300 

乳 用 種 56 56,000 0 0 56,000 

計 4,260 4,260,000 691 207,300 4,467,300 

 

（3）肉用牛肥育経営安定交付金交付実績   

                  （単位：頭、円） 

区 分 交付頭数 交 付 金 額 交 付 日 

肉専用種 645 51,165,028 

毎月 27～29日 
交 雑 種 3,740 126,304,953 

乳 用 種 81 3,364,664 

計 4,466 180,834,645 

※ 静岡県畜産協会から生産者に直接交付である。 

品種区分 頭 数 単 価 金 額 納付時期 

肉専用種 663 20,000 13,248,000 満 25か月齢 

交 雑 種 4,232 17,000 71,946,000 満 22か月齢 

乳 用 種 246 14,000 784,000 満 18か月齢 

計 4,951  85,978,000  



 

 

5 畜産関係事業の推進 

(1) 畜産環境整備リース事業 

ア 令和 5年度年間徴収貸付料 

(ア) 直接リース事業                        （単位：戸、円） 

貸 付 契 約 件 数 
年間徴収貸付料 

（機構納付額） 特別対策機械 畜産環境整備 
畜産経営生産

性向上支援 
計 

0 3 0 3 1,926,943 

※ クラスター事業分は、畜産環境整備で対応 

 

 

(2) 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業 

ア 事業内容 

  農林水産省は、「TPP関連政策大綱」により畜産・酪農の収益力・生産基盤や国際

競争力の強化を集中的に進めるため、平成 27 年度の補正予算で「畜産・酪農収益

力強化整備等特別対策事業」を創設し、毎年度補正予算で措置されている。 

 

（ア）機械導入事業 

(独行)農畜産業振興機構が公募により指定した(公社)中央畜産会が、畜産経営

者に貸付を行う民間リース会社の機械購入費に対し、1/2の助成を行う事業である。 

 

・令和 5年度（令和 4年度補正分）、参加要望 3者（内 2者辞退） 

・令和 6年度（令和 5年度補正分）、参加要望者無し（令和 6年 2月調査要望） 

 

  

（イ）生産基盤拡大加速化事業（肉用牛）（令和 2年度創設事業） 

   (一社)全国肉用牛振興基金協会が、繁殖雌牛の増頭を図る生産者(クラスター 

協議会経由)に対して、奨励金を交付する事業である。 

 

事業対象及び交付金額             

区 分 繁 殖 雌 牛 

飼養規模 50頭未満 50頭以上 

増頭奨励金 24.6万円／頭 17.5万円／頭 

 

・令和 5年度参加要望者無し 

 

 


